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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、知的障害児における運動行為と実行機能系における抑制機能の関連
について検討することである。知的障害児と定型発達児に対して、独自に考案した課題を用いた一連の測定を行
った。その結果、知的障害児における抑制機能が低い水準にあることを確認すると共に、知的障害児における抑
制機能が運動機能と関連を持つことが新たに明らかになった。更に、いくつかの環境調整が知的障害児における
抑制機能や運動機能の改善をもたらす可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study investigated the relation between motor dysfunction and 
inhibitory control in children with intellectual disabilities (ID). The visual cancellation task was
 developed to measure inhibitory control. Based on results obtained with this task, this study 
confirmed that children with ID showed lower inhibitory control ability than children with typical 
development. Inhibitory control was interrelated with motor ability in children with ID. Some 
procedures that improve the performance of children with ID were identified and discussed.

研究分野： 特別支援教育
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１．研究開始当初の背景 
 知的障害のある子ども（以下、知的障害児
とする）には、知的発達のみならず運動行為
の側面にも障害があることは、彼らへの系統
的教育が始まったころより指摘されている。
運動行為は立位や歩行、道具操作など日常的
になされる基本動作に関わる水準から、スポ
ーツ活動や余暇活動など生活の豊かさに関
わる水準まで幅広く関係しており、人を人た
らしめる重要な機能の１つと言ってよいだ
ろう。研究代表者らは、これまでに知的障害
児における運動行為の困難に関係する要因
が、姿勢反射などの種々の反射や筋骨格系の
ありようなどの基礎的水準と、状況に応じて
合理的に運動行為を遂行する認知機能の水
準とに大別できることを明らかにすると共
に、知的障害児への教育支援を考える上では、
後者についての検討がより重要であること
を指摘してきた。 
知的障害児の認知機能に関して、近年では

実行機能が特に注目されている。実行機能と
は、新奇の課題を効率良く達成するために思
考及び行為を意識的に制御する際に必要と
される一連の心理機能であり、人の適応的な
生活に重大な意味を持つとされている。定型
発達児においては、こうした実行機能の個人
差が運動機能と関連を持つことが既に報告
されているが、知的障害児の運動行為の困難
を実行機能と関係付けて検討した研究は未
だ見られない。 
 
２．研究の目的 
 上記のような研究の背景を踏まえ、本研究
の目的は知的障害児における身体運動行為
の困難(制約)について、実行機能との関連か
ら検討することである。特に、本研究では実
行機能の中でも抑制機能との関連について
検討する。更に本研究では、こうした知的障
害児における両者の関連についての検討か
ら得られた知見を踏まえ、彼らに対する新た
な教育支援法の考案も試みる。 
実行機能はワーキングメモリ、認知的柔軟

性、プランニングなどいくつかの構成要素か
ら構成されると想定されているが、その中で
も抑制機能は実行機能全体の土台・基礎と成
り得る、とりわけ重要なものとされている。
この機能は、課題に無関連な刺激情報への注
意を抑制し、課題に関連のある刺激情報への
注意を促進する能力で、実行機能の中でも最
も早くに発達し始めることが指摘されてい
る。多様な構成要素からなる実行機能の中で
も、この抑制機能が知的障害児の運動行為に
どのように影響しているのか明らかにする
ことは、極めて重要であると考えられる。 
 
３．研究の方法 
 対象(実験参加者)とする知的障害児は、附
属特別支援学校等の知的障害特別支援学校
の児童生徒と、知的障害児施設の利用者であ
る。研究代表者らはこれらの対象児に対し、

これまで数年にわたって継続して運動行為
や認知機能に関するデータ収集を行ってい
る。また、コントロール群として、これもこ
れまでに継続してデータ収集を行っている
保育所と小学校に在籍する幼児児童に対し
ても、知的障害児と同様の測定を行った。い
ずれの対象児に関しても、測定への参加は義
務づけておらず、自発的に測定に参加してい
た。また、研究実施やデータの学術報告に対
する許可は、対象児の所属する施設や保護者
から得ている。なお、本研究は研究代表者の
所属する研究機関の研究倫理委員会の承認
を得て実施された。 
 本研究では、抑制機能を評価する課題とし
て、よく知られた Go/No-Go 課題やフランカ
ー課題を参考とした視覚キャンセリング課
題を独自に考案して、対象児に実施した。こ
れは眼前の刺激が、事前に定められたターゲ
ット刺激である場合には反応し、ディストラ
クタ(妨害刺激)である場合には反応しない
という作業を行うものである。本検査は、一
連の刺激が印刷された検査用紙とペンのみ
を必要とする簡便な検査であり、知的障害児
や暦年齢の低い定型発達児に対して、大きな
負荷なく短時間で実施することが可能であ
る。この課題と併せて、これも抑制機能を評
価するものとしてよく知られたストループ
様課題も実施した。 
 対象児の運動機能は、研究代表者らがこれ
まで継続的に行ってきた評価法に基づき、歩
行・バランス・手指運動の３領域の評価を行
った。 
 
４．研究成果 
 まず、定型発達児への測定結果に基づき、
今回新たに考案した抑制機能を評価するた
めの視覚キャンセリング課題の妥当性の検
証を行った。その結果、本課題が抑制機能を
評価する課題として一定の妥当性を有する
ことが確認された。 
この結果を受け、知的障害児と定型発達児

における視覚キャンセリング課題の成績を
比較したところ、知的障害児の成績は定型発
達児より低い水準にあることが明らかとな
った。 
 このようにして評価された知的障害児に
おける抑制機能と、彼らの運動機能の関連に
ついて検討したところ、各機能を評価する課
題の成績間の相関は高いことが明らかとな
った。また、知的障害児においては、抑制機
能を評価する課題において、その状況を構造
化する事で成績が向上する者も見受けられ、
こうした者達においては運動課題もその意
味が分かりやすくなるよう改変することで、
成績が高くなる傾向にあることが明らかと
なった。 
 また、視覚キャンセリング課題において、
ターゲット刺激の名称を呼称させつつ課題
を遂行させた場合と、標準的な実施方法と同
じく特に呼称を行わせることなく課題を実



施した場合の成績を比較したところ、知的障
害児においては両条件の成績に明らかな差
異は認められず、刺激を言語化する方略が抑
制機能の改善をもたらさないことが明らか
となった。一方、定型発達児においては、同
時に評価を行った言語能力の高い児ほどこ
うした言語化方略によって、視覚キャンセリ
ング課題の成績が高くなる傾向にあった。 
 本研究期間の最終年度においては、運動機
能との新たな関連要因として、実行機能にお
ける視覚性ワーキングメモリを取り上げ、記
銘材料の提示方法が記憶容量に及ぼす影響
についての検討も行った。その結果、知的障
害児においては記銘材料を同時的に提示し
た場合の方が、継次的に提示した場合よりも
記憶課題の成績が上昇することが明らかと
なった。これは知的障害児に対する効果的な
支援法を考える際に有用な結果である。 
 このように本研究では、独自に考案した課
題を用いて知的障害児における抑制機能を
評価し、その成績が低い水準にあることを確
認すると共に、知的障害児における抑制機能
が運動機能と関連を持つことを新たに明ら
かにすることができた。また、いくつかの環
境調整が、知的障害児における抑制機能や運
動機能を評価する課題の成績を改善するこ
とを明らかにすることができた。今後は、こ
うした本研究で得られた知見に基づく、より
具体的な教育支援法の考案とその有効性の
検証を行う必要がある。 
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